
‭報道機関　各位‬

‭【‬‭2025年９月11日】‬

‭稲村小学校の４年生の社会科の授業では、「健康な暮らしを守る仕事」の単元の中で、‬

‭「ごみの処理と活用」を学習した。特に地域のごみの処理と活用について、那須塩原市の‬

‭ごみの処理施設やごみの分別について詳しく学習をした。‬

‭児童が授業で学習し身に付けた知識を、実際に地域の中で活用することを学ぶため、那‬

‭須塩原市サーキュラーエコノミー課職員、地域住民、保護者の理解と協力を得て、ごみ問‬

‭題について考える学習発表会を行うこととした。‬

‭○行事の趣旨‬

‭・学校の授業において、教科書から学ぶ知識だけではなく、その知識を活用し、実際に‬

‭地域社会の中で、地域の方々、市職員らと共に考え、表現し、貢献的に実践をすること‬

‭で、社会で生きる力を養うことをねらいとする。‬

‭○内　容‬

‭　①地域住民とのごみ拾い活動（学校周辺～公民館周辺）‬

‭　②児童の学習内容の発表会（代表児童）‬

‭　③児童によるごみに関するポスター上映、ビデオ上映、クイズ大会‬

‭　④市担当職員への質疑、及び、職員からの指導講評と講話‬

‭　　‬

‭○日時‬

‭令和７年９月２５日（木）　８時４０分～１１時３０分‬

‭（ごみ拾いを８時４０分に開始し、発表会・イベントは１０時開始予定）‬

‭○対象‬

‭稲村小学校保護者、地域関係者、稲村小学校３・４学年児童‬

‭○会場　‬

‭稲村公民館（大研修室）‬

‭※取材を希望される場合には、事前に御連絡ください。‬


